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X線白内障ラットへのチオプロニンの混濁抑制効果

粕谷美南子＊，清水恵子＊，小林静子，石井康雄矢酒井一夫＊＊，

鈴木紀夫＊＊，糸井棄ー料＊

No. 35 (1990) 

放射線照射により誘発される白内障に対して，合硫化合物（W比77913）が抑制効果を示すとい

う報告がある。私達も種々の SH製剤を使用し，ラット X線白内障への効果を検討している。

ここではチオプロニンの効果について述べる。

ラット頭部に 10Gyの X線を一回だけ照射すると， 28週後に全ラットの水晶体に混濁が認め

られた。しかし， X線照射 2日後より 20mg/l唱のチオプロニンを週 3回腹腔内に投与し， 28週

後に水晶体を観察すると外見上非投与群に比較し，混濁が有意に抑制されていた。また，水晶体

混濁の生化学的パラメター（Na+/KペCaH,Non-protein-SH, Malondialdehyde etc.）もチオプロ

ニン 20mg/kg連続投与が混濁を有意に抑制していることを示した。

しかし， WR-77913と同様に X線照射の防御効果をねらい， 30分前に 250m/kgのチオプロ

ニンを一回だけ腹膝内に投与し同様に実験を行ったところ，逆に混濁を促進する結果が得られた。

白内障の予防，抑制，治療を期待して SH製剤を使用する際には，投与量や投与開始時期に留意

しなければならないことが示唆された。

本報告はあたらしい眼科6(12) : 1989-1861 (1989）に発表。
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